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第５期西東京市地域福祉計画策定に向けた地区別懇談会 実施概要案 

 

１．前提の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．対象案 

現時点の対象案は次の通りとなっています。 

 ①地区別懇談会 ②子ども向け意見収集の場 ③若者向け意見収集の場 

対象 ・地域活動の担い手 

・団体 

・一般市民等を想定 

・小・中学生 

を想定 

・大学生等 

を想定 

時期 １～２月頃を想定（一部 11 月実施） 

回数 ４圏域×２回ずつ 

全体発表会１回 

計３回程度 

手法 対面でのワークショップ形式

を想定 

アンケート回答等を想定 イベント時のアンケート回答

等を想定 

目的 第４期計画の評価及び第５

期計画に向けた課題解決

のアイデアを伺う。 

それぞれの立場で感じる、まちの良いところや課題を伺う。 

活用 ・現状や課題は、第４期計画の評価を行う際の参考とします。 

・評価の結果、特に課題として浮かび上がった点は、第５期の重点的な取り組み等の検討

の際に参考にします。 

・課題解決のアイデアについては、共助の取組の例や活動のヒントとして活用することを想

定しています。 

※今年度、西東京市では複数の計画策定が同時並行で行われています。他計画における調査と重

複しないよう内部調整を行っています。 

  

これまでの懇談会 

地区で実際に活動されてい

る方に現状やアイデアを聞く

機会がメイン。年齢層に偏り

があった。 

今回の懇談会（案） 

社会情勢を踏まえ、現在地

域とのかかわりが薄い層も含

め、幅広い年齢層の意見を

聞いていきたい。 

第２期東京都地域福祉支援計画の内容では… 

▶社会情勢の変化を反映（社会福祉法の改正、コロナ禍

の影響など） 

▶顕在化した複合的な地域生活課題についての対応を

強化（ヤングケアラー、ひきこもり状態にある方など） 
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３．各対象別の実施概要（案） 

①地区別懇談会 

目的：地域で生活する一般市民、活動の担い手の方に、地域の現状をお伺いすることで、第４期計画

の評価を行うとともに、第５期計画に向けた課題解決のアイデアを伺う。 

 

対象・募集方法 

地域活動の担い手・団体 ほっとネット推進員、ささえあい訪問協力員、ふれまち、民生委員、育

成会、ボランティア団体などに声掛け 

一般市民 ホームページや SNS、広報等での呼びかけの他、市民意識調査に地

区別懇談会の案内を掲載することを想定 

 

内容案 

第１回 

４圏域

ごと 

現在感じる課題やこれまでの活動を評価する 

〇趣旨説明 

〇アイスブレイクを兼ねた自己紹介 

〇課題の共有 

 ３～４人で小グループをつくり、地域で生活・活動していて課題に感じることを話して

いただく。時間が来たら席替えをして、同じテーマで話す（ワールドカフェ） 

 フセンに書き出す 

 

〇第４期計画の評価 

 前半で出てきた課題の付箋を、第４期時点の課題概要ごとに分類 

 ５年前と比較した課題の変化を話し合い、実感として、あまり解決に進んでいない

課題や新たな課題などについて、色分けしたシールを貼り、明らかにする 

第２回 

４圏域

ごと 

好事例の共有や課題解決のアイデアを話し合う 

〇好事例の共有 

 第１回で出た課題に対し、取り組んでいることを事例カードに記入 

 他のグループの事例も見て回る（ギャラリーウォーク） 

 

〇課題解決のアイデア出し 

 前半の好事例も参考にしながら、課題ごとに解決のアイデアを付箋に書き出す 

 特に取り入れていきたいアイデアにシールを貼る 

 重点的な取組を決める 

発表会 

４ 圏 域

合同 

他地域の状況を知り、今後の活動のヒントを得る 

〇挨拶・趣旨説明 

〇グループごとの発表 
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②子ども向け意見収集の場 

③若者向け意見収集の場 

 

目的：西東京市で暮らす・学ぶ子ども・若者から、地域についての思いや子ども・若者目線での地域課

題解決のアイデアを伺う。 

 

対象・実施方法   

小・中学生を想定 各 1,000 件程度、アンケート調査票の配布を想定 

大学生等を想定 １１月の食料支援イベントや１～２月頃のまちづくりフェス実施の際に、

アンケートの実施を想定 

※現在各課と調整中のため、変更となる可能性があります。 

 

 

内容案 

現時点の内容案は下記のとおりです。対象・実施方法や、市民アンケートの項目が確定し次第、詳細

の設問を検討していく予定です。 

 西東京市への愛着や地域の好きなところ 

 近所付き合いの様子や助け合いへの意識 

 暮らす中で感じる地域の課題や解決のアイデア 

などを想定。 

聞き方については、対象に応じ、変更していきます。 


